


地域の歴史と
伝統を反映した
人々の営みや生活

歴史的建造物
及び

その周辺の市街地

歴史的風致

史跡永福寺跡
環境整備事業

鎌倉歴史文化交流館
整備事業

荏柄天神社周辺道路
美装化事業

史跡大町釈迦堂口遺跡
北側道路崩落対策



序章
計画の策定の背景・目的を掲載

第１章　鎌倉市の歴史的風致形成の背景
鎌倉市の歴史的風致が形成された自然、社会、歴史
的環境の背景を掲載

第３章　歴史的風致の維持及び向上に関する方針
都市計画やまちづくりの視点を追加し、鎌倉の歴史
まちづくりにおける課題や方針を掲載

第４章　重点区域の位置及び区域
本計画における重点区域の位置・範囲を掲載
重点区域を拡大

第５章　文化財の保存又は活用に関する事項
文化財行政に関する課題や今後の方針を掲載

第６章　歴史的風致維持向上施設の整備又は
　　　   管理等に関する事項
計画期間内の歴史まちづくりの取組（事業）を掲載

第８章　歴史的風致形成建造物の維持及び
　　　   管理の方針に関する事項
指定建造物の維持・管理・修理に関する事項を掲載

第７章　歴史的風致形成建造物の指定の方針
歴史的風致形成建造物の指定候補対象を掲載
指定対象を追加

第２章　鎌倉市の維持及び向上すべき歴史的風致
鎌倉市に分布する歴史的風致を掲載
第１期計画で位置づけた６つの歴史的風致を７つに
「人々の活動や営みや生活」を深掘り

令和８年度（2026 年度）から令和17年度（2035 年度）までの10 年間

※ 色文字（太字）は第２期における改定ポイント

計画期間



社寺における祭礼・行事や信仰にまつわる
歴史的風致

若宮大路沿道の営みにみる歴史的風致

周遊観光にはじまる「江ノ電」にみる
歴史的風致

歴史的遺産と一体となった山稜の保全活動にみる
歴史的風致

海にまつわる歴史的風致

鎌倉遊山にみる歴史的風致

別荘文化に由来する歴史的風致

市域境界

追加



若宮大路沿道の営みにみる
歴史的風致
若宮大路周辺では新旧の建築物等が
調和し多くの商店が軒を連ね、古く
から観光地として発展してきた鎌倉
の人々の営みが受け継がれています。

周遊観光にはじまる「江ノ電」にみる
歴史的風致
社寺、谷戸の緑、海岸線などを横目
に走る姿は、鎌倉を代表する景観と
して地域に根付き、人々に親しまれ
ています。 

歴史的遺産と一体となった山稜の保全活動
にみる歴史的風致
歴史的遺産は自然的環境と一体を成
して歴史的風土を形成しており、多
くの人々が緑地の保全に携わること
で保たれています。

海にまつわる歴史的風致

現存する日本最古の築港遺跡「和賀
江嶋」のある材木座などの海浜地域
では、海にまつわる生業や伝統行事
が営まれています。

社寺における祭礼・行事や信仰にまつわる
歴史的風致
主に鎌倉時代以降建立された社寺
は、現在も宗教活動を継続している
「生きている歴史的遺産」であり、
祭礼・行事が受け継がれています。

鎌倉遊山にみる歴史的風致

江戸時代以降に遊山の対象となった
鎌倉では、数多くの名所が残ってお
り、現在も往時の人々に思いを馳せ
ながら名所を巡ることができます。

別荘文化に由来する歴史的風致

近代以降、別荘地となった地域では、
往時をしのばせる歴史的な建造物と
洗練された文化や営みが今も至ると
ころに息づいています。

追加



●区域内の歴史的建造物の保存と活用
●市街地の環境整備
●伝統産業や祭礼行事の保存・継承・振興
●地域の伝統を守り伝えようとする市民意識の醸成

市域全体において
歴史的遺産と共生するまちづくり
に関する取組が進展する

1～2

町丁目境界2～3

史跡仮粧坂の境界3～4

町丁目境界4～5

5～6 史跡円覚寺境内の境界

6～7 町丁目境界

7～8

8～9

史跡瑞泉寺境内の境界

9～10

近郊緑地保全区域の境界

10～11

史跡朝夷奈切通の境界

11～12

近郊緑地特別保全地区の境界

市町村境界

12～13 史跡和賀江嶋の境界
13～1 町丁目境界

区間

史跡北条氏常盤亭跡の境界

境界線

重点区域の範囲
拡大した重点区域の範囲

重点区域の名称 「古都鎌倉区域」 重点区域の面積
約1,776ha
（第１期計画の約1,554haから拡大）



1

2

3

意匠・形態・技術性が優れている建造物
歴史性、希少性、地域的な固有性などの
観点から価値の高い建造物
外観が景観形成上重要な建造物

御成小学校旧講堂 鎌倉国宝館 鎌倉文学館
（旧前田家別邸） 旧華頂宮邸 旧諸戸邸

（旧鎌倉市長谷子ども会館）

・歴史的建造物の修理等への助成
・歴史的建造物の保存整備
・歴史的建造物の橋渡し支援
・歴史的建造物の活用支援
・史跡名勝天然記念物の保存・活用

・公共交通・空間の整備
・歴史的遺産をつなぐ散策路等整備
・地域と調和した観光の推進
・観光インフラの整備
・良好な景観形成

・民有緑地維持管理への助成
・緑地の維持管理・保全・防災対策
・緑地の機能向上
・古都保存法の運用・啓発
・鎌倉風致保存会への助成

・鎌倉市にふさわしい博物館事業推進
・博物館等の運営・市内施設の連携
・文化財調査・整備
・出土品等の展示の実施
・収蔵品等のデジタル化の推進

・伝統鎌倉彫の継承・啓発支援
・郷土芸能普及啓発支援
・御霊会への助成
・小・中学生向け郷土学習

・取組の費用対効果分析の実施
・歴史まちづくりの周知啓発

①歴史的建造物の保存活用 ②歴史的建造物の周辺市街地の環境 ③歴史的遺産を取り巻く自然的環境

④歴史的遺産の公開活用 ⑤地域の伝統文化の継承 ⑥取組の計画的・持続的な推進




